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着物の様式変遷における明治時代の意味
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小島咲
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1.緒言
明治時代が終わってから 100年が経過し、服
飾史・染織史においても明治時代の着物 1)は重
要な研究対象として捉えられているo しかしな
がら、これらの領域における先行研究では、こ
の時代を象徴する服飾である洋服との比較対象
として取り上げられる他へ着物そのものにつ
いての研究では、当時刊行された家庭雑誌や婦
人雑誌の記述を抜き出し、当時の現状の一部が
語られているに過ぎない九また、これらの研
究は、明治時代というひとつの時代を断片的に
捉えたものでしかなく、前後の時代との関係性
の中では捉えられていない。
一方で、現存作品を用いた意匠変遷の研究も
行われているがへこれらの研究では、先にあ
げた文献資料を併用しての検証作業は行われて
いない。
そこで、本研究では当時の雑誌の記述 5)や刊
行年が明らかな着物模様雛形本を頼りとしなが
ら、現存作品との比較作業を行う。具体的には、
明治時代における着物の様式変遷をより明確な
ものにし、明治時代の着物がどのような特徴を
持っていたかを明らかにする。
2.明治時代の着物の様式変遷
2.1前期(明治初年-20年代)
はじめに、明治時代前期における着物の詳細
を知る十分な一次資料がないことを先に述べて
おく。先述したように、現在、明治時代の着物
の研究には家庭雑誌ないし婦人雑誌が有効な研
究資料として用いられている。しかしながら、
これらの雑誌類が盛んに刊行されるようになる
のは、明治20年代後半以降である。それ以前
における女性向けの出版物は、江戸時代から盛
んに刊行されていた、女性の暗みゃあるべき理
想の姿を述べた教訓書類しかなかった。教訓書
類は、男性社会であった江戸時代において、い
わば男性が求める理想の女性像を描いたもので
あったヘつまり、明治期においてもこのよう
な書物が刊行されていたことは、明治時代に入
っても、社会で求められる女性のあるべき姿は
江戸時代のそれと変わらなかったといえる。以
下に、江戸時代、及ぴ明治時代初期に刊行され
た教訓書に記された理想の衣服観を記す。
身の荘りも衣裳の染いろ模様なども、
目にたたぬようにすべし。身と衣服と
の織れずして潔げなるはよし。勝れて
清らを尽くし、人の目に立つほどなる
- 1ー
共立女子大学家政学部紀要 第 61号 (2015) 
は悪しし。只わが身に応じたるを用ゆ
べし九(享保元 (1716)年刊行 『女
大学費箱j 第十四条)
身の荘りも、父母の許に存りて父母の
賜わる程は、売品に花を飾る部語の理
もあれば、花美なるも苦しからねど、
爾りとて時の流行に泥むは、人柄の賎
しきもの也。況して人の妻と倣りでは、
衣裳の染色模様なども、他目に立たぬ
物を用い、貧富年齢に応ずるを可しと
す。…8)(明治 13(1880)年12月 『新
撰増補女大学j 第十一節)
上記の記述より、江戸時代と明治時代前期に
おける望ましいとされる衣服観は概ね一致して
いるということがわかるo つまり、華美を良く
ないとし、模様や染め色が目立たず、おとなし
いものを良いとしている。江戸時代前・中期に
おける小袖の流行変遷では、これら教訓書で示
される意匠とは全く異なった、派手な地色の大
柄な模様が流行していた。しかし、江戸時代後
期になると、徐々に教訓書で示される意匠に近
づき、理想と現実社会での差が見られなくなる
のである。このような流れに加えて、これら教
訓書類が明治時代に入っても変わらず刊行され
続けたことを加味すると、江戸時代における衣
服に対する価値観は存在し続け、現実の社会に
おいても未だ前時代のものをそのまま継承して
いた可能性が考えられる。
先行研究によれば、明治時代前期に位置づけ
られる着物は図 1に示すような、鼠色の地色
に、風景模様を裾にあしらった意匠であるとさ
れている九このタイプの着物類は、地味な地
色に、裾だけに小さく模様が施されており、ま
さに教訓書で示される条件にふさわしいといえ
る。そこで、以下では、この意匠形式が明治時
代前期に出現した意匠と位置づけて良いかどう
かについて、それ以前、および以後の資料より
検討を試みる。
明治24(1891)年刊行の『古代模様庚益紋
幌大全jに掲載されている着物模様は刊行年が
はっきりしている資料の中で、比較的初期のも
のと思われる。ここに掲載されている図案を見
ると、地色は示されていないものの、先行研究
において明治時代前期に位置づけられている意
匠に類似したタイプのものが見られる(図 2)。
次に、江戸時代文政 3(1803)年に制作され
たと考えられる肉筆の小袖模様雛形本 10)r新模
様雛形jに収録されている図案と比較してみる。
肉筆の雛形本に収録される小袖模様の特徴は、
それ以前の版本形式の雛形本に多くみられた図
案的な模様と比べて、精綾な表現の模様が多く
みられる点である(図 3)。これらは、またこ
の時期にこうした模様が流行したからこそ肉筆
の雛形本が必要になったことを示している。明
治時代前期に位置づけられている着物類の模様
も精綾な表現をとることから、肉筆雛形本の時
代を経由して登場できた模様であると推測され
るo
従って、幕末・明治初期を挟んでその前後の
時期に位置づけられる前記資料に、幕末・明治
初期の着物と類似した意匠や表現が見られるこ
とから、先行研究で言われている図 1タイプ
の意匠はこの両者に挟まれる時期に存在してい
たことが確認できる。
また、『風俗画報J201号(明治32(1899) 
年12月15日刊行)では、三井呉服庖の意匠係、
籾山東洲が、明治初年から明治24、25年迄の
流行色として以下の色を上げている。
明治初年~廿四五年迄の流行葡萄
鼠、栗鼠、鴛茶、利久茶、藍鼠、深川
鼠、
上記の地色は、栗鼠を除いて、江戸時代文化
年間 (1804.. 1814)頃に刊行されたとされる、
f手鑑模様節用jに全て掲載されている染め色
であるo 本書には、当時の小袖の模様や染色、
着装に関する心得事等が記載されており、実用
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書の役割jをもった出版物である。この他、染屋
で受注に用いられたと考えられている江戸時代
後期の色見本帳にも前記の色名が見られるo こ
れらのことから、明治時代前期における流行色
は既に江戸時代後期に登場していた色であり、
新たに作り出された色ではないことがわかる。
化学染料が日本に伝えられたのは明治 8(1875) 
年とされるが、明治時代前期においてはまだ使
える人が限られていたり、技術的な問題から、
広く普及するには至っていなかったといえるo
また、図 4に示したタイプの意匠は、先行
研究によって同じ明治時代前期に位置づけられ
ている意匠である川。図 1と類似した意匠で
あるが、図 1が無地染であるのに対し、図 4
は小紋染が施されている。小紋も江戸時代後期
に縞や格子とともに流行したものである。江戸
時代後期から、縞帳、小紋帳というような見本
帳が多数現存していることから、明治時代にな
って、小紋染と裾模様を取り合わせた、この意
匠形式が生まれたのは自然の流れであると考え
られる。なお、この意匠形式については、明治
16、17年頃、花柳界で流行し、一般に広まっ
たと言われている凶。
以上、先行研究によって明治時代前期に位置
づけられている着物類は模様、地色の点におい
て、江戸時代後期の様相を引き継いだものであ
ったといえる。加えて、その流れは明治20年
代まで引き継がれていたことが明らかとなっ
たo つまり、明治時代前期の着物は、未だ江戸
時代からの流れを汲み、江戸時代の感覚や価値
観で制作されていたことが明らかとなったo な
お、図 1の形式ながら模様の一部に化学染料
を使用したものも見られるが、これは明治 8
(1875)年以降に制作されたと考えられる。
2.2後期(明治30-40年代)
明治30年代に入ると、着物模様雛形本の刊
行や、衣服についての記事を掲載している家庭
雑誌、婦人雑誌の刊行が急激に増加する。
『風俗闘報jにおいても、第49号(明治26
(1893)年 1月10日刊行)の「流行品」とい
う項目において「扱風俗苗報に本年より毎競流
行品を掲げ説者諸君をして商事にハ利を他人に
制せられざらしめ交際にハ差を人に取らざらし
めんとを務めんとすJ(下線部筆者)と記され、
流行品に関する記事が毎号取り上げられるよう
になる。はじめのうちは、着物に限らず、様々
な流行品が記されているものの、明治30年代
に入ると、「新流行の夏衣装J、「新年流行の衣裳J
といった記事名がつくようになり、衣服(着物)
に関する記事に特化していく。
明治30年代以降の着物意匠に着目すると、
色と模様の 2点において、その変化を捉える
ことができる。
まず、色については色の濃淡や明暗を利用し
た意匠が増えたといえる。一つは明治時代前期
に多く見られた裾や棲に風景模様を配した意匠
であるが、この意匠は前期に流行した鼠色の地
色の代わりに、化学染料を用いた鮮やかな濃い
色に置き換えられるようになる(図 5、6)。
ほとんどが裾のあたりで濃い色から薄い色にぼ
かし、染め分けたもので、いわゆる「幡染Jと
呼ばれる意匠である。この染め方は、明治時代
前期にも見られるが、鮮やかさの点において、
両者は大きく異なる。更に、明治40年代には『風
俗画報j第389号(明治41(1908)年10月5
日刊行)、及び第392号(明治42(1909)年 1
月5日刊行)に以下の記事が見られる。
「衣服の流行J
地色は昨年まで流行の納戸、銭納戸、
ひるみ
茶、鼠等凡て濃厚な色合のものは笠見
には好いが、兎角燈光の下で引立たぬ
ので、本年は何れも薄色に傾いて来た
様である。<r風俗画報j第389号)
「最近の流行界J
昨年はオリプや小豆色が需用多かった
矯め、今年の冬季はクリームに淡紅色
を折衷した鑓緒色が令嬢聞に流行して
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居る。 a風俗画報j第392号)
これらの記事からは、鮮やかな濃い色に加え
て、淡い薄い色も化学染料で染められるように
なったこと、そして、地色として濃い色が流行
した次の年(あるいは次の季節)は薄い色とい
うように、色相ではなく、色の濃さによって、
色の流行が動いていたことがわかる。
また、 f風俗画報j第330号(明治38(1905) 
年12月10日刊行)には高島屋飯田呉服脂で染
色懸賞が催された記事が掲載されているなど、
新しい色も盛んに求められていたことがわか
る。そこには、オリープ色、カーキ色というよ
うな色も貨を取っており、これまで見られなか
った色名も登場している。
続いて、模様について見る。明治30年代以降、
模様は徐々に大きくなる傾向が捉えられる。前
期に流行していた風景模様も依然として使われ
ているが、前期のそれに比べると大きく表わさ
れるようになっている(前掲，図 5)。また、
風景模様以外にも江戸時代以前から用いられて
いた図案も引き続き用いられているが、これら
も江戸時代後期から明治時代前期にかけて施さ
れた模様が精綴に表わされているのに対し、明
治時代後期には一目でそれが何であるかわかる
程、大胆に模様が表現されるようになっている
(図 7)。
明治40年代に入ると、模様は植物模様がと
りわけ多くなったことが、明治40(1907)年
刊の fきぬくらべjなどからわかる。それも着
物 1枚に対し、 1種類の植物模様を取り上げ、
写実的に描いた意匠が多く見られるようになる
(図 8、9)。また、植物模様の種類も高山模様
や洋花模様というような、それまでになかった
意匠題材を取り込むようになったことに加え、
『風俗画報jにおいては元禄模様、桃山式模様、
芦手模様といった日本の過去に遡った模様も見
られた。この他にも、明治33(19∞)年刊の『花
のかけjに見られるように、明治30年頃から
地色を切り抜くことで、模様を影のように表現
した、新しい模様表現も見られるようになる(図
10、11)。
以上、明治30年代からの着物は、明治初年
から 20年代にかけてとらえられた近世からの
流れを引き継いだそれまでの意匠変遷が、大き
く変わる時代であったと捉えられる。
3.明治時代後期の意匠変遷の変化の背景とそ
の後
明治30年代以降に捉えられた意匠変遷の変
化の背景には、先に述べたように化学染料の導
入、普及が大いに関わっていたことは当然であ
るが、この他、夜会や園遊会というような、女
性が外出する(見られる)機会が増えたことも
その背景として考えられる。 f風俗画報j第
174号(明治31(1898)年10月10日刊行)r三
井呉服庖の新意匠」、及び第201号(明治32年
(1899) 12月15日刊行)r衣裳の模様Jには、
以下のような記述が見られるo
「園遊曾模様J
従来我園の模様は流麗華美を極め、精
好綾密なるを尚ぴ只其の近聞に見て美
しかるべき模様をのみ撰擦めるもの、
如し・・・園遊曾(ガーデンバーチー)
の如き、互いに遠距離に隔りて遁遥せ
るの場合に於ては、従来の模様の車に
映りよからぬのみかは、摺り寄ってこ
そ身に相臆はしかるべき模様も、遠く
隔たりでは、殆むと其模様すらも耕せ
ざるに至る、況むや色合の勤に於て殊
に著るしきを見るo.・・洋装婦人の
遁遥さる態、其服装の如何にもがにも
映りよかるに、傍なる和装婦人の、比
較的、何どなく見祭えなきも、其模様
の遠見に適せざればなり、若し此の婦
人を敏歩以内に認とめたらむには、知
何ばかり美しかるべきに。こ=に着目
する慮ありて、産み出したる新模様は、
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挿議に示すが如く、手に把るよりも、
遠見には加何にも高尚優美にして、至
極映りよき模様なり 0・・・<r風俗画報j
第174号) (下線部筆者)
「夜曾模様」
三井が此の勤にまで注目するは、我園
衣裳模様の進歩したる著るしき現象に
して、又貴族貴婦人間の交際場裡に限
りなき便益を輿へたるものといふべ
し。夜間電気と瓦斯との光線を受けて
色合の饗色するは、誰もかも熟知せる
所なるが就中紫、鴛茶、海老茶、草色
の如きは、殊に驚くべき鍵色を来すを
見る。是に於てか、夜曾用として尤も
適蛍なる衣裳を、考案すこそ、今日の
急務なるを認めむ。又仮令夜間にのみ
用ゐらるべき衣裳なればとて、染模様
の配合、白輩見ては如何にもみともな
げなる模様も、決して望ましからねば
とて、都合好き色をのみ取合せつ日夜
苦心の末、さま宮、に意匠を凝らし、
染め上りたる新模様は、挿画に示す『夜
曾模様jなり就て見らるべし。 a風俗
画報j第174号) (下線部筆者)
「衣裳の模様大型の模様J
園遊曾及び夜曾模様の、時世に適合し
て、喧侮せらる、や、趨勢端腕すべか
らざるまでに、流行の高潮を占めたり、
大輪の菊、牡丹、扇面流がし、源氏貝、
雪持の梅等、いづれも模様の大形にし
て、斬新なるを好めるは、今日の状態
なり、きればよ、令娘、令闘の衣裳や、
昨年。比較するに、車に模様の大なる
のみならず、交際場裡に出入する人は、
一般に新模様、新工夫を好めるの傾向
あり。 (f風俗画報j第201号)
(下線部筆者)
上記記述より、夜会や園遊会といった機会は、
遠くから見ても美しく、見栄えのする大柄な模
様や、日中でも夜間の街灯下でも映える色合い
等、女性たちのそれまでの意匠にはなかった新
たな要件を求める傾向が表れていたといえる。
また、「交際場裡に出入りする人は、一般に新
模様、新工夫を好めるの傾向ありJという記述
が見られるように、交際の場へ出入りする女性
たちの着物の意匠には、常に新しく、工夫が求
められていたといえる。このような新しい意匠
の工夫の例は、『風俗画報j第387号(明治41
(1908)年8月5日刊行)、第391号(明治41
(1908)年12月5日刊行)に掲載された記事
においても見ることができるo
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「新流行の鱗粉模様」
最近貴婦人社曾に行はる=鱗粉模様な
るべし。鱗粉模様とは、東京名和昆識
研究所の稜案にか、り、染めたるにも
あらず、讃きたるにもあらず、美麗な
る胡蝶の麹扮を同研究所多年の苦心に
依りて成れる一種の器械を以て、其佳
衣服の材料たる、組、絹等に縛窮する
ものにして、・・・光嫡々たる電燈の
下には、特に一種言ふ可らざる美麗の
光彩を放つを以て、夜合服には極めて
適嘗のものと・・・ (r風俗画報J第
387号) (下線部筆者)
「鱗粉模様J
鱗粉がきら、、光って、夜曾宴合等の
燈下の服装には一種濁特の長所を有し
て居るので帯地、半襟などには相嘗に
臆用されて居る外、裾模様、リボン、
ハンケチ、ネックイ、紙入、給葉書、
下駄の鼻緒、傘、漆器、陶器等にまで
も臆用されて居る様である。<r風俗画
報J391号) (下線部筆者)
この時代においては、もはや呉服業界に留ま
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らず、新たな工夫を求め、業種を関わず様々な
試みが積極的になされていたと推測できる。そ
のため、雑誌等で紹介されているものの中には、
広く一般の流行にはならなかったものもあった
と思われるが、女性たちがそれだけ意匠に求め
るものが高かったことが窺える。残念ながらこ
の時代に出現しながら後に消えてしまった意匠
も多くあると思われる。しかし、このような新
しい試みは、次の時代(大正時代)の現存作品
から類推すると、色と模様の特徴は、次のよう
に発展していったことがわかる。まず、色の点
においては、明治時代後期から大正期にかけて
更に艶やかにも淡白にも表現できる段階にまで
至り、油絵的な表現をも可能にした。また、模
様の点においては、アール・ヌーヴォー、それ
に続くアール・デコ mやアルピン模様ωに代
表されるような、これまでにない自由な題材を
より取り入れることにつながったといえるo
4.総括
以上、明治時代の着物の変化は、明治初年か
ら20年代の前期と明治30年代から 40年代の
後期の 2つに大別できたo
まず、明治時代前期における着物は、該当時
期に刊行された資料がないことから、教訓書や
江戸時代後期、及ぴ明治時代中期頃の資料をも
とに検討を行った。その結果、明治時代前期に
おける着物は、地色、構図、模様の大きさの点
において、江戸時代からの流れを大いに汲むも
のであり、江戸時代の美意識や価値観が色濃く
残っている時代であることが明らかとなったo
次に、明治時代後期における着物は、色と模
様の点から前期で捉えられた美意識や価値観と
は異なる基準で動いていたことが捉えられた。
まず、色については、化学染料の普及によって、
色の濃淡や明暗を利用した意匠が見られるよう
になった。曙染めは前期にも見られるものであ
るが、後期のそれとは全く異なり、後期の曙染
めは、鮮やかさの点において大きく異なってい
た。また、色の流行についても、それまでは色
相の変化であったといえるが、明治40年代に
なると色の濃さ(彩度)によって色の流行が決
められるようになるなと寺色の使われ方が変わっ
た。
模様については、江戸時代後期から明治時代
前期に主流であった繊細かっ精巧なものから、
大柄で大胆な模様へと変わっていくことが捉え
られた。また、模様の種類についても、洋花模
様、日本の歴史を遡った模様など、それまでに
見られなかった新しい題材が取り込まれるよう
になっていった。
このような後期からの意匠変遷の変化の背景
として、女性たちが園遊会や夜会といった社交
の場に出て、見られる機会が増えたことを指摘
した。西洋人との交際や、夜の街灯下を歩くこ
となど、それまでにない経験は、それ以前の着
物になかった要件を必要とするようになった。
それは、遠くからも目立ち、西洋人と並んでも
劣らない、大きな模様であったり、昼夜間わず
見栄えのする色合といったものであった。もち
ろん、後期において、このような着物への工夫
は先述した通り、他にも様々なされていたであ
ろう。そして、当然のことながら、これらを実
現するために化学染料の導入を始め、新技術の
発途が変化を進めていたことはいうまでもな
い。しかしながら、そこには新たなものを追い
求める作り手や着用者である女性の存在がなけ
れば発展していかなかったといえる。
以上、これらを賭まえ、改めて明治時代にお
ける着物の流行変遷をまとめると、明治時代の
着物は、前時代である「近世Jの流れを汲んだ
消極的な時代と、「近代Jに向かい新たなもの
を作り出そうとする積極的な時代の 2つの要
素を併せ持っていたと結論づけられる。
5.今後の課題
幕末から明治時代初期にかけての着物の具体
的な様相を知る資料が乏しいため、本研究では、
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それ以前の江戸時代後期、それ以後の明治時代
前中期の資料を手がかりとして、その様相を推
察した。今後は、幕末明治初期に来日したお雇
い外国人の関係資料や、当時の新聞等から、当
該時期のより詳細な着物の実態を把握する手が
かりとしていきたい。
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